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の『脳にいどむ言語学』ほか，Neurolinguistic Aspect of the Japanese Writing


























































































































































図 1 ヒト言語システムの構成（Chomsky 1995, 2001）
図 2 左大脳半球の側面図と主要言語領域








































































































連する成分には，ELAN と LAN，それに P 600があります。ELAN（Early















































































































































































































































































































図 1 図 2
図 3 図 4
１７１関西学院大学文学部創立 70周年記念シンポジウム



























































































































































































ば Sterelny, Kim and Griffiths, Paul E. Sex and Death : An Introduction
to Philosophy of Biology University of Chicago Press, 1999を参照。）
これに関連して，最近極めて興味深い本がでています。それは，Armand
Marie Leroi というロンドン大学のインペリアル・カレッジの研究者が書いた
“Mutants”という本です。（Leroi, Armand Marie Mutants : On Genetic va-



















































です。（たとえば Karmiloff, Annette and Karmiloff, Kyra Pathways to Lan-


















































































































だけである。（Everything is in an attitude of mind. . . . There are plenty of
them〔the marvels and the adventures〕．I assure you. The world will






















Martha C. Cultivating Humanity : A Classical Defense of Reform in Lib-












































































のです。「戦争は平和だ，自由は隷従だ，無知は力だ（WAR IS PEACE. FREE-
DOM IS SLAVERY. IGNORANCE IS STRENGTH.）」という全体主義国家







































































族がいることが分かってきました。イギリスの KE 家系ではなんと 3世代に






害（Specific Language Impairment, SLI）」と呼ばれています。それ以降，






























































































































ことも大切です。大学の文学部は，一般に the faculty of literature と訳され
ますが，関学では School of Humanities です。さまざまな角度から人間の普
遍性と多様性を探求することが人文科学の重要な仕事です。コンピュータは 2
進法，0と 1の世界です。そこではイエスかノーしかありません。しかし，人
間はそう簡単には割り切れないし，割り切るのは危険です。人文科学は，科学
とはいいながら，この割り切れない人の心を研究対象にしています。ですか
ら，答えも一つではない。ある意味で，まったくまとまらないのが人文科学の
世界でしょう。ですから，現代社会にどのように貢献しているかはわかりにく
いのですが，人文科学に単純な答えを求めるほうが怖いですね。
私の専門である染織は世界中でつくられていますが，国や地域，時代によっ
て，さまざまなものがあります。そして，その染織品で衣服をつくれば，実に
多様な衣服が生まれます。いろんな民族がいて，それぞれが違うものを着てい
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る。それは当然です。その多様性とそれを生んだ歴史を理解しないと真の国際
化はあり得ないでしょう。
話しは外れるかもわかりませんが，私の研究対象である染織品は，人間がつ
くり出した「モノ」です。人間を定義するときに物をつくる動物だと言ってい
いと思いますし，よく言われるように人間は道具を使う動物であるわけです。
その道具を使い，やがてそれが機械を使うようになる。20世紀は機械文明が
最もピークに達した時代でした。その機械文明は，大量生産による物質文明を
生み出しました。大量生産のものは安くて良いのですが，安直になってしまい
ます。しかし，その安直さが生活を便利にしているのも事実でしょうが，それ
で満足してはならないと思います。例えば，お茶碗を例にとりましょう。幼児
にお茶碗を使わせると，ついつい投げたりするものですから，プラスチックの
茶碗を与えます。だけども，それをしていると，物の価値がいつまでたっても
わからないのです。わざと壊れる，投げたら壊れるお茶碗を子供に与えて，そ
して自分が使っているものが壊れたときの悲しさを経験させる。物というのは
ただ単に便利であればいいというだけのものではないと思います。大切に使っ
ていく。ですから，「御」茶碗なのです。そして，できればそこに手作りの良
さを感じてもらいたいのです。20世紀社会では，そこが随分と失われてしま
ったような気がします。それが今度はもう機械じゃなくて，もっと別な形にこ
れから 21世紀に移ろうとしているわけです。こういうときに，一体私たちは
どういうふうに自分たちの周りのものとつき合っていけるのかというふうなこ
とを考えてきたいと思います。
それと，私も大学で教えていますと，日本の工芸なんていうのはあまり人気
がありません。悲しいなとは思うのですが，人気ないのは当たり前で，高校生
までに教わりませんから。教えられないものに対して興味を持てるということ
は難しいですね。染織品のはなしなど，日本史の教科書にはせいぜい友禅染ぐ
らいしか出てきません。しかも，間違った解説がなされている教科書もあるぐ
らいです。日本の文化，自分たちの文化を理解できないとほかの国の人たちと
の相互理解なんてできないと思います。そういうチャンスが歴史の学習のなか
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で活かされ，歴史というのは決して暗記ものじゃないということ，それをより
具体的に勉強できる一つとして人間がつくり出してきた「モノ」から学ぶこと
ができるはずです。そういう人たちが大学でさらに深く物事を知って，次の世
代へとつなげていってほしいなというふうなことを願ってます。なんだか最後
は愚痴っぽくなりましたが，はたして答えになっているものでしょうか。
小澤 はい，どうもありがとうございます。それでは，浜野さん，萩原さん，
小澤という順に回したいと思います。私のところまで，多少時間とっておいて
いただけるとありがたいんですけど。よろしくお願いします。
浜野 今のご質問に対しても，私の最初の話の中である程度お答えしていると
は思います。私は，例えば「勝ち組」だとか「負け組」とか，今の社会は非常
に粗野なあるいは酷薄な表現が用いられていて，その意味で感性を豊かにする
んじゃなくて，感性を貧しくするようなレトリックがはびこっていて，それは
非常に問題があると思っています。それはもちろん人間の歴史の中の出来事で
すから，ただ自然に起きてきたわけではなくて，やはり 80年代──もっと長
いんですけれども，より短い範囲でいえばやっぱり 80年代以降の世界の動き
の中から生まれてきたと思います。そして，先ほど言いましたアカデミック・
キャピタリズムという流れもやはり冷戦構造，冷戦が終了して資本主義的な市
場の論理というものが世界を覆うようになって，その結果生まれてきたという
ことなわけですね。
まさに，市場の論理が世界を覆って，いわゆるメガ・コンペティションと
か，非常に大規模な世界的なスケールにおける競争ということが問題にされて
いる中で，とにかく勝たないといけないんだと，そうしないとまさに負け組に
なってしまうという考えが世界を覆ってしまっている。日本の現状も，まさに
そういう流れの中にあると思うんですね。その流れの中の一つの現象として，
知識というものを商品化しようとする，知識を商品として生産して販売しよう
とする動きが出てきているわけですね。それについて一言だけお話します。
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知識というのはもちろん知は力なわけですから，力を持っているわけです
ね。しかし，知というものはまさに道具と同じで，使いようによるわけで，い
かに正しい知識だとしても，それがどんなふうに使われるのか，それが実際に
人間を幸せにするというか，人間を豊かにするといか，そういう形で用いられ
るかどうかについては何の保証もないわけですね。ですから，知識がそういう
人間の豊かなあり方という，人間はどういう社会において一番喜びを感じるの
かとか，人間についてのビジョンを抜きにして，ビジョンをつくり出すような
道徳的な想像力，そしてその道徳的な想像力を助けるさまざまな知識，それか
ら表現，言葉ですね，そういうものと切り離された形で知識を切り売りすると
いうことは，ある意味で非常に危険な商品を売ることになるんじゃないかと思
うんですね。
「地獄への道は善意によって敷き詰められている」と言いますが，私に言わ
せればそれだけじゃなくて，正しい知識によって，しかも悪用された知識によ
っても敷き詰められていると私は思うわけですね。そういうわけですから，と
にかく生き残らなきゃならないんだと。利潤を上げなければ知識生産としては
不十分なんだという，追い詰められた，いわゆるサバイバル・メンタリティー
（survival mentality）といいますか，とにかく生き残りを重視するという考
え方で，無原則な形で知識生産なり，知識の販売ということがなされるように
なれば，それは非常に危険な商品を社会にばらまくことになって，今，問題に
されているような，多くの企業と同じような害毒を及ぼす，そういう企業体に
大学がなってしまうんじゃないかと，そういうおそれを抱いているわけです
ね。
したがって，そうならないようにするためには，われわれはそれとは違った
レトリックといいますか，違ったものの言い方，違った感受性，違った想像力
のあり方というものをつくり出していく必要があるのではないか。そのために
人文科学というのは貢献できるんじゃないかと思っているわけですね。
さらにいえば，言葉というものがある意味ではコミュニケーションの手段と
して存在するわけですけれども，それだけではなくて言葉自身が新たな人間に
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ついてのイメージをつくり出す，そういう創造性というものを，クリエーティ
ビティー（creativity）というものを持っていると思うんですね。そういう新
たな人間についてのイメージをつくり出す言葉のクリエーティビティーという
ものを分析したり，そしてまたそれを用いて新たな人間についてのイメージを
つくり出すという，そういうことを人文科学というものは目指すべきではない
かと。そういう形で人文科学というものは，現代社会と関わり得るんじゃない
かと，私は考えています。
小澤 どうもありがとうございます。 それでは，萩原さんお願いします。
現代社会と人文科学という，そのつながりの部分で何ができるかを考える
と，非常に独断と偏見になりますが，言語学がこれからの社会に対して何がで
きるのかという問題になると思います。いわゆる言語学というのはこれまでの
半世紀の間，20世紀後半ずっと言語の機能というものについて研究してきた
わけですね。そしてかなりのことがわかってきた。また脳科学においても生物
学的な基盤についてもかなりの多くのことがわかってきました。では，これか
ら 21世紀において何が具体的にできるのだろうか。そしてそれが社会に対し
てどのように貢献でき，また人間の幸せにとって益するものかということをち
ょっと考えると，一つには，言語と脳の研究を言語教育，特に外国語教育，第
二言語習得教育に生かしていくという道があると思います。
具体的な調査案件としまして，母語獲得の臨界期はいつまでなのかというこ
ととか，あと第二言語習得の脳機能を明らかにすることとか，あと第二言語獲
得における母語との違い，言語間の距離が学習の難易度に及ぼす影響の解明な
どです。これは非常に重要なことだと思いますのは，チョムスキーの言う生成
文法理論というのは遺伝的要因と環境的要因，別の言葉でいいますと，普遍文
法の原理という遺伝的要因と，各言語で異なるパラメーターという環境要因の
相互作用によって人間は言語を獲得すると言っているわけですね。そのような
パラダイム，フレームワークにのっとっていきますと，言語経験，環境要因の
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ところですね，かならず何故我々は同じ生物種なのにフランス語の環境に置か
れるとフランス語が母語になって，日本語の環境に置かれると日本語が母語に
なるのかということ，それが非常に謎ですけれども，そこを解明することとい
うこと。
あともう一つ，第二の言語を獲得するときに母語が──いわゆる母語と第二
言語の構造的な違いとか，平たく言うと言語間の距離ですね，そういうものが
学習の難しさというものにいつの年齢でどのように影響を及ぼすのかというこ
とです。例えば日本語と韓国語はよく似ていて，構造的にも近いんだけれど
も，日本語と英語は，いわゆる語順が違う。例えば，動詞と目的語は順番がま
ったく逆です。日本語と大きく違う英語を我々は何故こんなに苦しんで学ばな
くてはいけないのだろうかというようなことも相まって，言語の構造的な違い
というものが我々の第二言語，第三言語の獲得にどのように影響しているのか
ということを科学的に解明しなくてはいけないという，そういう責務があると
思うんですね。
それを具体的に行動に移すときに何をするかというと，やはりいわゆる言語
の構造について知っている人間が，例えば言語調査をして，そしてそこでいろ
いろな各言語のいろいろな言語を操る，いわゆるバイリンガルとか，トライリ
ンガルの人たちの言語の脳機能を計測して，そしてその計測した結果から結果
に基づいて，いかに，どのようにすれば，臨界期を過ぎた後も効果的な第二言
語学習が可能かということを，ちょっと遠い話のように思いますけれども，そ
ういうことについて少し我々が考えなければいけない時期に来ているんじゃな
いかと思ったりもしています。
この構想はいつ実現するのかわかりませんけれども，20世紀に獲得した
我々の知見というものを元にして，21世紀に向かって何ができるのか，そし
て社会に対して何をしなければいけないのかということを考えるときに，もう
少し具体的に目に見える形で何か行動を起こさなくてはいけないんじゃないか
というふうに思っています。
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小澤 どうもありがとうございました。
私の専門は文学ですので，お話を伺っていて，浜野さんの考え方と比較的重
なる部分が多いように思いました。人文科学がなし得る貢献は何かということ
ですが，先ほど浜野さんが仰っていたように，大学財政への貢献度が高いか低
いかなどという話が大手を振ってまかり通るようになれば，大学という集団の
知的キャパシティーは確実に痩せ細っていくだろうと思います。
人文科学，とりわけ文学部は，社会の通念やこわばり対して，何かイマジネ
ーションの揺らぎのようなものを与えていくことができるのだろうと思いま
す。知識には 2種類あって，両者が車の両輪のように機能してなければいけ
ない。たとえば，一方には萩原さんがなさっているような脳内メカニズム解明
の方法，つまり，実験的に，計量的にそのメカニズムを跡づけていく手法で，
そのようにして得られる知識が一方にあると思います。もう一方には，経験知
というか，知情意の体験によって得られる知識，あるいは擬似経験知のような
ものがあるのだろうと思います。例えば仮に私が誰かに恋をして，恋焦がれて
悶々としている。そのとき脳内メカニズムの専門家から「あなたの大脳は，今
この部分がこれだけの電気的刺激を発してます」と言われても，私は今現在の
自分が直面している体験を説明してもらったという気持ちにはなれない。自分
の恋について何か知識を与えてくれたという気持ちにはなれません。そのとき
に何が必要かというと，経験知の集積が教えてくれる智恵であったり，刺激で
あったり，慰めであったりするわけです。そういった経験知（正確には擬似経
験値でしょうが）を与えてくれるのが，例えば私がやっている文学なんだと思
います。この知識にはイマジネーションを擬似体験的に開拓して，膨らませて
いく力があります。あるいは今まで思いもよらなかった方向にイマジネーショ
ンを差し向けて，膨らませていくこともできます。そういう貢献というのが非
常に大きいのだと思います。例えば何年か前に，名古屋で高校生による主婦の
殺害事件がありました。報道によれば，高校生は「人を殺すということがどう
いうことか，体験してみたかった」というのです。大変ショッキングな事件で
した。
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まさにそのような弱点を，現代社会は抱えているのです。例えばシェイクス
ピアに『マクベス』という芝居があります。この殺人鬼のドラマを読んで，そ
こから膨らむイマジネーションを養い，その働きを持ち合わせていれば，人を
殺すことの怖さ，恐ろしさを実体験のように生々しく理解することができるは
ずなのです。そういったイマジネーションの発動の仕方を体験できること，擬
似経験知として反芻できること，それが，たとえば文学によって得られる知識
なのだと思います。名古屋の高校生は学業優秀な学生だったそうですが，その
ような知識がポッカリ欠落していたのだと思います。
そのような意味においても，私は人文科学，とりわけ文学や芸術や哲学が，
新しいイマジネーションを開拓し，養う作業の中心にあるべきだと思っていま
す。例えば文学的イマジネーションには実利が伴わないとか，経済的利潤に直
結する見返りがないとか言われますが，随分浅薄な発想だなと思います。
例えば自然科学の世界に有機化学の父と呼ばれる，近代有機化学ですね，ケ
クレという人がいます。彼はベンゼンの構造を解明し，後にそれが証明される
ことになります。当時は，ベンゼンが環状の形をしていること，輪であるいう
ことなど思いもよらぬことでした。ケクレはそれが正六角形であると，炭素原
子が正六角形の形に並んでいると考えたのです。そのときの逸話はよく伝記に
も出てきますし，ブリタニカなどにも載っていますから，ご存じの方も多いと
思います。ケクレはその構造を考えているときに夢を見るんですね。ある夜，
夢の中で炭素原子 6個が踊り始める，ダンスを始めたというんです。そのダ
ンスを踊る炭素原子がだんだん輪のような形になってきて，それが今度はヘビ
になって，ヘビが自分の口で自分の尻尾をかんでいる，そういう夢を見た。そ
の夢を見たときに，彼はハッとして飛び起き，ベンゼンの環構造を解明したと
確信するわけです。
つまり，ベンゼンの構造を読み解こうとしている彼の頭の中に，ダンスと
か，あるいはダンスという芸術的な，美的なイマジネーションが働いていたと
いうこと，そういうエネルギーというか発想が働いていたということなんで
す。彼は夢の中で，それをヘビ，自分の頭で尻尾をかむヘビ，ウロボロスとい
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うものにつなげていった。そのようにイマジネーションが膨らんでいく素地
を，ケクレは持っていたということです。
要するに，自然科学の世界においても，人文科学的な，芸術的な，美的な発
想が起爆剤として働いていたわけです。例えば広中平祐という数学者います。
フィールズ賞をとった人です。彼は研究員としてフランス滞在中に，長い間解
くことができなかった難問を解きます。これは彼自身がある対談番組の中で語
っていたことですが，それをどこで解いたかというと，トイレの中だったとい
うんです。フランスのトイレの中で用を足しているときに，彼は日本が懐かし
くなった。それで，何を思い出したかというと，京都の日本庭園を思い出し
た。用を足しながら，日本庭園に思いを馳せていたら，どこでどうつながった
のか，それまで誰も解けなかった難問中の難問がスーッと解けたというんで
す。ここにもやはり先ほどのケクレと似たようなことがあって，庭に対する美
意識が働いている。そういうイマジネーションがどこかで膨らまなければ，数
学の命題も解けなかったわけです。詳しいことは知りませんが，湯川秀樹の素
粒域論に老荘思想の影響があるというのも，よく言われることです。
人文科学の知見には，擬似経験知として得られるイマジネーションを膨らま
せ，人間の思考のさまざまな局面で，起死回生の起爆剤となり得る力があると
思います。そのような意味において，人文科学は現代社会に大きな貢献ができ
るし，テクノロジー偏重の時代にはなおさらのこと，欠くことのできない知識
を提供できるものと信じます。ものを考える根幹にはイマジネーションが働い
ているのであって，イマジネーションがなければものを考える作業そのものが
なりたちません。多様な形のイマジネーションを吹き込んでいくための土壌を
耕すこと，そうした畑を耕す作業が，文学部の役割であり社会に対する貢献な
のだろうと思います。
そろそろ時間が来ました。言い逃げのような形で恐縮ですが，お三方，よろ
しいですか。フロアからももう少し自由に質問を受け付けたかったのですが，
時間の制約もあって，このような質問用紙形式で交通整理をさせていただきま
した。
２０４ 関西学院大学文学部創立 70周年記念シンポジウム
今日のシンポジウムは，関西学院大学文学部創立 70周年記念のイヴェント
として企画されましたが，この先何十年先の記念事業にあっても，関西学院大
学文学部は，やはりこのような問題を皆で討議できる，活力ある文学部であっ
て欲しいと思います。シンポジウムを始めたときに降っていた雨も上がって，
外は気持ちよく晴れました。皆様には，お忙しい中，また足元の悪い中をお越
しいただきましてありがとうございました。以上で，関西学院大学文学部創立
70周年記念シンポジウムを終わます。
２０５関西学院大学文学部創立 70周年記念シンポジウム
